
 
 

                              

            

 
２学期が始まりました 

校長 松村 利一  

夏休みが終わり、静かだった学校にも子ども達の元気な声が戻ってきました。今年度は、

新型コロナウイルスの感染法上の位置付けが「５類」に移行し、初めて迎えた夏休みでし

た。子ども達にとっていろいろな体験や学びのあった夏休みだったことと思います。久し

ぶりに登校してくる元気な子ども達の笑顔を見て、嬉しく思いました。ご家庭や地域での

見守り、ありがとうございました。 

夏休み中には、若葉町地域の夏祭り・盆踊りが盛大に開催されました。たくさんの子ど

も達や保護者、地域の方々の笑顔があふれていて、この地域の魅力を大いに感じるイベン

トでした。立川市民科の学習としてお祭りの準備に協力してきた５年生もたくさん参加し

ていましたが、地域のために自分たちにできることを考え、行動することの意味について

学べたことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

さて、今日からスタートした２学期ですが、子ども達ひとりひとりの力を伸ばすため、

すべての教育活動をより一層充実させてまいります。運動会や音楽会などの全校で取り組

む大きな行事も予定しています。子ども達の頑張りや笑顔をたくさんお見せできるように

全職員で力を尽くします。楽しみにしていてください。子ども達には、始業式の話の中で

「継続する力」「地道な努力」ということを伝えました。学習においても習い事などにおい

ても、知識や技能などを身に付けたり向上させたりすることは、一朝一夕にはできません。

やはり不断の努力が必要です。そしてこの不断の努力ができるようになることは、知識や

技能だけでなく、強い気持ちや自信・自己肯定感なども与えてくれるのです。この２学期

若葉台小学校の子ども達が、強い気持ちと意欲をもって、地道な努力を続けていけるよう

に指導・支援をしていきたいと思っています。２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

立川市立若葉台小学校 校長 松村 利一 

〒190－0001 立川市若葉町１－１３－１ 

TEL 042－536－3971  FAX 042－534－6943 

HP http://www.tachikawa.ed.jp/es21/ 

学校だより 
令和５年９月１日発行 

今月号は児童数で配布しています 

 今年は、1923 年に発生した関東大震災から、100 年の節目に当たる年となりました。

首都直下地震は、今後30 年で70％の確率で発生する可能性があると言われています。

今日の避難訓練では、子ども達に改めて防災が現実的な課題であることを伝え、災害

に備えておくことの大切さや、自助・共助について話をしました。ぜひ、ご家庭でも

防災について考え話し合っておく機会を設けてみてください。 


